
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

１ 調査目的 

 

義務教育の機会均等

と水準の維持向上の観

点から、全国的な児童

の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策

の 成 果 と 課 題 を 検 証

し、その改善を図ると

ともに、学校における児

童への教育指導の充実

や学習状況の改善等に

役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、

教育に関する継続的な

検証改善サイクルを確

立する。 

 
２ 調査対象 
 

小学校・義務教育学校 

第６学年児童 

（3,９６２人実施） 

 
３ 調査方法・内容 
 
(1)児童に対する調査 

①教科に関する調査 

（国語、算数） 

主として「知識」に

関する問題と主とし

て「活用」に関する

問 題 を 一 体 的 に 出

題。 

②質問調査 

学習意欲、学習方法、

学習環境、生活の 

諸側面等に関する調査

(2)学校に対する調査 

学校における指導方法に

関する取組や人的・物的な

な教育条件の整備の状況

等に関する調査 

 

４ 調査実施日 
 

令和６年４月１８日(木) 

５ 教科に関する調査（国語、算数）の結果の概要 

 

＜小学校・義務教育学校（前期課程）＞  

 

 国語 ・ 算数  

 
 

・令和６年度 

   
国語 

正答率     計算値 
算数 

正答率     計算値 

江東区 73 104.3 72 105.9 

東京都 70 100 67 100 

全 国 67.7 96.7 62.5 93.2 

 
 

・参考（令和５年度） 

   
国語 

正答率     計算値 
算数 

正答率     計算値 

江東区 72 104.3 70 104.5  

東京都 69 100 67 100 

全 国 67.2 97.4 62.5 93.3 

 

各教科の調査結果について 

【国語】 

○「目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関連付けたりして、伝え合う

内容を検討することができるかどうかをみる」問題の正答率は、国６３.８％、

都６８.９％に対し、本区 7２.１％と国、都より高い正答率だった。 

〇「目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考え 

が伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる」問題の正 

答率は、国５６.６％、都５６.４％、本区５９.８％と国、都より高いものの、全体

的に低い正答率だった。 

【算数】 

○「速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について考察できるかど

うかをみる」問題の正答率は、国 70.０％、都７８.３％に対し、本区８２.６％

と国、都より高い正答率だった。 

〇「道のりが等しい場合の速さについて、時間を基に判断し、その理由を言葉

や数を用いて記述できるかどうかをみる」問題の正答率は、国３１.０％、都３

７.２％、本区４２.７％と国、都より高いものの、５割を切る低い正答率だった。 

令和６年度「全国学力・学習状況調査」の江東区の状況について【小学校・義務教育学校（前期課程）】 令 和 ６ 年 １ ２ 月 ９ 日 
指 導 室 

８ こうとう学びスタンダードネクスト・ステージとの関連 （ ）内は令和５年度の数値 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

６ 江東区長期計画の指標との関連 （ ）内は令和５年度の数値 

 

指標名 
目標値 

令和６年度 

令和６年度 

江東区 東京都 全国 

全国学力学習状況調査で都平均を
１００としたときの区の数値 

１０７ 
１０５．１ 

（１０４．４） 
１００ 

９５．０ 
（９５．４） 

自分にはよいところがある 
と思う児童の割合 

８７％ 
８３．３％ 

（８１．４％） 
８４．５％ 

（８３．６％） 
８３．１％ 

（８３．５％） 

人の役に立つ人間になりたい 
と思う児童の割合 

９６％ 
９４．８％ 

（９４．６％） 
９４．９％ 

（９４．９％） 
９５．９％ 

（９５．９％） 

 

７ 児童質問調査の結果の概要 

 

○ 学校生活について 

  「学校に行くのは楽しいと思う」と回答している児童の割合は、国 84.8％、都

84.3％、本区 83.7％（令和５年度比 国-0.5 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+0.6 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ）である。前回調査から肯定的な回答が微増している。 

○ 自己肯定感について 

  「自分にはよいところがある」と回答している児童の割合は、国 84.1％、都 84.5％、

本区は 83.3％（令和５年度比 国+0.6 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+0.9 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+1.9 ﾎﾟｲﾝﾄ）で

ある。国や都と比較すると若干低い数値であるが、前回調査と比較すると肯定的な

回答が増加している。 

○ いじめについて 

「どんな理由があってもいけないことだ」と回答している児童の割合は、国 

96.7％、都 95.9％、本区は 95.5％（令和５年度比 国-0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+0.1 ﾎﾟｲﾝ 

ﾄ、本区+0.6 ﾎﾟｲﾝﾄ）である。前回調査から肯定的な回答が微増している。 

○ 授業における ICT 機器の活用について 

  「５年生までに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器を、どの程度使用

しましたか」で週３日以上と答えた児童の割合は、国 59.5％、都 64.3％、本区は

70.6％（令和５年度比 国-2.9 ﾎﾟｲﾝﾄ、都-4.4 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ）であり、

国や都の数字を大きく上回っている。 

太字ゴシック（網掛け）：全国・都ともに上回ったもの 
太字ゴシック     ：都のみ上回ったもの 

質問項目 江東区 東京都 全国 

５年生までに受けた授業では、 

課題の解決に向けて、自分で考え、 

自分から取り組んでいましたか 

８２．７％ 
（７８．１％） 

８１．８％ 
（７８．３％） 

８１．９％ 
（７８．８％） 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、新たな考え方に 

気付いたりすることができますか 

８６．２％ 
（８１．１％） 

８５．７％ 
（８１．５％） 

８６．３％ 
（８１．８％） 
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令和６年度「全国学力・学習状況調査」の江東区の状況について【中学校・義務教育学校（後期課程）】 

１ 調査目的 

義務教育の機会均等

と水準の維持向上の観

点から、全国的な児童

の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策

の 成 果 と 課 題 を 検 証

し、その改善を図ると

ともに、学校における生

徒への教育指導の充実

や学習状況の改善等に

役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、

教育に関する継続的な

検証改善サイクルを確

立する。 

 
２ 調査対象 

中学校第３学年生徒 

義務教育学校第９学年 

生徒 

（２，５０６人実施） 

 
３ 調査方法・内容 
(1)生徒に対する調査 

①教科に関する調査 

（国語、数学） 

主として「知識」に

関する問題と主とし

て「活用」に関する

問 題 を 一 体 的 に 出

題。 

②質問調査 

学習意欲、学習方法、

学習環境、生活の 

諸側面等に関する調査

(2)学校に対する調査 

学校における指導方法に

関する取組や人的・物的な

教育条件の整備の状況等

に関する調査 

 

４ 調査実施日 
 

令和６年４月１8 日(木) 

５ 教科に関する調査（国語、数学）の結果の概要 

 

＜中学校・義務教育学校（後期課程）＞  

 

a 国語・数学  
 

 

・令和６年度 

   
国語 

正答率  計算値 
数学 

正答率  計算値 

江東区 62 101.6 57 100 

東京都 61 100 57 100 

全 国 58.1 95.2 52.5 92.1 

 

・参考（令和５年度） 

  
国語 

正答率   計算値 
数学 

正答率   計算値 
英語 

正答率   計算値 

江東区 73 101.4 56 103.6 53 101.9 

東京都 72 100 54 100 52 100 

全 国 69.8 97.0 51.0 94.4 45.6 87.7 

 

 

各教科の調査結果について 

【国語】 

○「目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすること

ができるかどうかをみる」問題の正答率は、国８１.４％、都８３.７％に対し、

区８４.1％と国、都より高い正答率だった。 

〇「文章と図を結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することができるかど

うかをみる」問題の正答率は、国３６.３％、都３９.1％に対し、区４０.8％と

国、都よりも高いものの、全体的に低い正答率だった。 

【数学】 

○「等式を目的に応じて変形することができるかどうかをみる」問題の正答率は、

国５２.５％、都５７.８％に対し、区 6０.８％と国、都より高い正答率だった。 

〇「複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的

な表現を用いて説明することができるかどうかをみる」問題の正答率は、国２

５.９％、都２８.８％、本区２７.１％と全体的に低く、都よりも低い正答率で

あった。 

 

令 和 ６ 年 １ ２ 月 ９ 日 
指 導 室 

８ こうとう学びスタンダードネクスト・ステージとの関連 （ ）内は令和５年度の数値 
 

 

６ 江東区長期計画の指標との関連 （ ）内は令和５年度の数値 

 

指標名 
目標値 

令和６年度 

令和６年度 

江東区 東京都 全国 

全国学力学習状況調査で都平均を
１００としたときの区の数値 

１０５ 
１００．８ 

（１０２．５） 
１００ 

９３．７ 
（９５．７） 

自分にはよいところがある 
と思う生徒の割合 

８０％ 
８２．８％ 

（７９．０％） 
８３．４％ 

（８０．１％） 
８３．３％ 

（８０．０％） 

人の役に立つ人間になりたい 
と思う生徒の割合 

９３％ 
９３．４％ 

（９３．２％） 
９３．９％ 

（９３．４％） 
９５．２％ 

（９４.６％） 

 

７ 生徒質問調査の結果の概要 

 

○ 学校生活について 

  「学校に行くのは楽しいと思う」と回答している生徒の割合は、国 83.8％、都

83.0％、本区 82.2％（令和５年度比 国+2.0 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+1.4 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+-0 ﾎﾟ

ｲﾝﾄ）であり、前回調査と増減がないが、国や都の数値を下回った。 

○ 自己肯定感について 

  「自分にはよいところがある」と回答している生徒の割合は、国 83.3％、都 83.4％、

本区は 82.8％（令和５年度比 国+3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区+3.8 ﾎﾟｲﾝﾄ）で

ある。国や都と比較すると低い数値であるが、前回調査と比較すると肯定的な回答

が増加している。 

○ いじめについて 

「どんな理由があってもいけないことだ」と回答している生徒の割合は、国 95. 

7％、都 94.7％、本区は 93.2％（令和５年度比 国+0.2 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+0.1 ﾎﾟｲﾝﾄ、 

本区-0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ）である。前回調査から肯定的な回答が減少している。 

○ 授業における ICT 機器の活用について 

  「１、２年のときに受けた授業で、PC・タブレットなどの ICT 機器をどの程度使

用しましたか」で週に３日以上と答えた生徒の割合は、国 64.4％、都 68.1％、本

区は 62.4％（令和５年度比 国+3.3 ﾎﾟｲﾝﾄ、都+2.2 ﾎﾟｲﾝﾄ、本区-8.4 ﾎﾟｲﾝﾄ）であ

り、国や都の数値を下回り、前回調査より大幅に下回った。 

太字ゴシック（網掛け）：全国・都ともに上回ったもの 
太字ゴシック     ：全国または都のみ上回ったもの 

質問項目 江東区 東京都 全国 

１・２年生のときに受けた授業では、 

課題の解決に向けて、自分で考え、 

自分から取り組んでいましたか 

７７．９％ 
（７８．１％） 

８０．６％ 
（７９．４％） 

８０．３％ 
（７９．２％） 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、

自分の考えを深めたり、新たな考え方に 

気付いたりすることができますか 

８３．７％ 
（７９．０％） 

８５．５％ 
（８０．１％） 

８６．１％ 
（７９．７％） 
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